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平
成
22
年
定
時
総
会
に
お
い
て
会
長
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
国
会
で
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
の
審
議
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
法
案
は
審
議
未
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
国
会
で
も

労
働
者
派
遣
法
改
正
案
（
20
年
法
案
）
が
審
議
未
了
の
ま
ま
衆
議
院

の
解
散
・
総
選
挙
と
な
っ
た
た
め
に
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

人
材
派
遣
業
界
に
と
っ
て
派
遣
法
改
正
案
の
帰
趨
は
大
き
な
関
心

事
で
す
。

特
に
20
年
法
案
や
民
主
党
政
権
に
よ
り
上
程
さ
れ
た
今
回
の
改
正

案
は
「
従
来
の
規
制
緩
和
を
規
制
強
化
に
転
換
」
す
る
こ
と
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
制
強
化
へ
の
転
換
は
、
07
年
の
米
国

発
の
金
融
危
機
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
形
で
世
界
経
済
の
急
速
な

後
退
に
つ
な
が
り
、
こ
の
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
本
企
業
が
仕
事
を

な
く
し
、
自
己
防
衛
の
た
め
に
雇
用
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
失
業
者

が
増
加
し
た
た
め
で
す
。
こ
の
失
業
者
の
大
半
を
派
遣
労
働
者
な
ど

の
有
期
雇
用
契
約
社
員
が
占
め
た
こ
と
に
よ
り
正
社
員
雇
用
が
守
ら

れ
た
事
実
は
さ
て
お
き
、「
失
業
し
た
派
遣
労
働
者
が
か
わ
い
そ
う
」

と
の
感
情
論
が
同
情
を
呼
び
「
派
遣
労
働
を
規
制
す
べ
き
」
と
の
世

論
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
生
じ
た
雇
用
調
整
は
、
欧
米
で
も
同
様
な
形
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
日
本
の
よ
う
に
感
情
論
が
先
行
す
る
議
論
で
は
な
く
冷

静
に
雇
用
市
場
の
実
態
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
景
気

後
退
の
時
期
に
い
ち
は
や
く
失
業
す
る
派
遣
な
ど
の
有
期
雇
用
契
約

労
働
者
が
、
景
気
回
復
期
に
は
い
る
と
ま
た
い
ち
は
や
く
就
業
で
き

る
」
と
い
う
事
実
で
す
。
こ
の
実
態
を
基
に
今
年
の
３
月
に
は

（社）
日

本
人
材
派
遣
協
会
も
加
盟
を
し
て
い
る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
（
国
際
人
材
派

遣
事
業
団
体
連
合
）
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
会
長
よ
り
長
妻
厚
生
労
働
大
臣

（社）
日
本
人
材
派
遣
協
会
の
提
言
実
現
を
目
指
し
て

宛
に
「
製
造
業
派
遣
や
登
録
型
派
遣
の
原
則
禁
止
な
ど
の
規
制
強
化

議
論
が
日
本
の
労
働
市
場
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
」
と
「
派
遣
労

働
の
規
制
強
化
が
常
用
雇
用
の
正
社
員
の
雇
用
増
加
に
つ
な
が
ら
な

い
」
と
の
認
識
が
直
接
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
理
事
に
就
任
い
た
だ
い
た
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
の
市
川
専
務
理
事
も
厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
の

委
員
と
し
て
審
議
会
の
場
で
「
中
小
企
業
の
立
場
か
ら
派
遣
労
働
の

規
制
は
中
小
企
業
経
営
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
」
と
な
る
と
の
認
識

を
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
情
論
を
先
行
さ
せ
ず
「
規
制
緩
和
あ
り
き
」
で
も
「
規
制
強
化

あ
り
き
」
で
も
な
い
冷
静
な
議
論
を
関
係
者
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
度
も
残
念
な
が
ら
当
協
会
加
盟
の
７
社
が
当
局
よ
り
「
労
働

者
派
遣
事
業
改
善
命
令
」
を
受
け
ま
し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守

の
観
点
か
ら
も
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
時
に
25
年
前
に
成
立
し
、
改
正
を
重
ね
て
き
た
労
働
者
派
遣
法

が
実
態
と
乖
離
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
認
識
も
必

要
で
す
。
労
働
者
派
遣
法
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

と
し
て
「
派
遣
労
働
者
」
を
中
心
に
「
派
遣
先
」
と
「
派
遣
元
」
の

三
角
関
係
の
図
が
す
ぐ
に
念
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
３
者
に
加
え

成
立
当
初
よ
り
も
う
ひ
と
り
の
強
力
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
「
正

社
員
」
で
す
。
こ
の
正
社
員
を
代
表
す
る
組
合
が
「
連
合
」
で
す
が
、

今
年
の
２
月
よ
り
協
議
を
重
ね
、
５
月
に
は
「
今
後
も
派
遣
制
度
な

ど
の
労
働
市
場
に
つ
い
て
の
協
議
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
」
と

の
合
意
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

労
働
者
派
遣
法
成
立
の
過
程
で
、現
在
の
政
令
26
業
務
と
な
る「
業

務
区
分
」を
設
定
し
た
の
は「
正
社
員
の
職
域
」を
侵
す
こ
と
な
く
派

遣
労
働
者
が
仕
事
を
行
え
る
領
域
を
明
確
に
す
る
た
め
で
し
た
。
そ

の
後
、
規
制
緩
和
で
い
わ
ゆ
る
自
由
化
業
務
も
派
遣
労
働
者
が
担
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、「
原
則
と
し
て
１
年
、
労

働
者
代
表
の
同
意
が
前
提
で
最
大
３
年
」の
期
間
制
限
が
あ
り
ま
す
。

一
連
の
派
遣
法
改
正
の
議
論
の
中
で
こ
の
派
遣
法
成
立
の
過
程
を

否
定
す
る
よ
う
な
「
派
遣
労
働
は
一
時
的
・
臨
時
的
な
働
き
方
で
あ

り
、
政
令
26
業
務
は
例
外
規
定
で
自
由
化
業
務
が
原
点
」
と
の
考
え

方
も
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
経
済
の
成
長
や
変
化
に
応
じ
労
働
市
場
も
変
化
し
、
派
遣
労

働
者
を
含
む
有
期
雇
用
契
約
の
労
働
者
が
総
労
働
人
口
の
１
／
３
を

占
め
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

雇
用
の
安
定
性
は
常
用
雇
用
の
正
社
員
が
高
い
の
は
自
明
の
理
で

す
が
、
こ
の
安
定
性
は
有
期
雇
用
契
約
社
員
の
存
在
に
よ
り
維
持
さ

れ
て
い
る
面
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
派
遣
労
働
を
含

む
有
期
雇
用
契
約
労
働
の
「
規
制
強
化
」
に
よ
り
「
常
用
雇
用
の
正

社
員
へ
の
転
換
が
促
進
さ
れ
、
増
加
す
る
」
こ
と
を
期
待
で
き
な
い

と
す
れ
ば
、
雇
用
の
安
定
度
の
低
い
有
期
雇
用
契
約
の
労
働
者
の
存

在
を
明
確
に
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
不
安
定
性
を
補
完
す
る
た
め
に

「
社
会
的
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
の
充
実
・
強
化
」
を
図
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
労
働
者
派
遣
法
に
政
令
26
業
務
と
自
由
化
業
務
の
区
分
が

あ
る
ゆ
え
に
「
期
間
制
限
の
認
識
問
題
」
が
生
じ
、
当
局
の
行
政
指

導
に
よ
り
是
正
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

世
界
経
済
の
競
争
の
中
で
勝
ち
残
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

日
本
企
業
に
働
く
労
働
者
は
、
正
社
員
で
あ
れ
有
期
雇
用
契
約
の
派

遣
労
働
者
で
あ
れ
「
労
働
生
産
性
の
向
上
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
業
務
区
分
が
あ
る
が
ゆ
え
に
派
遣
先
に
お
い
て
派

遣
労
働
者
が
担
う
仕
事
に
制
約
が
生
じ
、
混
乱
と
と
も
に
労
働
生
産

性
が
低
下
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
は
労
働
者
派
遣
法
の
「
改
正
」

で
は
な
く
「
抜
本
的
改
正
あ
る
い
は
抜
本
的
な
見
直
し
」
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
徹
底
と
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
お
こ
な
い
わ
た
し
た
ち
派
遣
元
が
襟

を
正
す
べ
き
点
は
正
し
「
清
く
正
し
い
業
界
」
の
確
立
が
必
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
に
対
し
て
派
遣
の
正
し
い
理
解
促
進
を
図

る
努
力
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
派
遣
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳

し
く
、
派
遣
制
度
の
規
制
強
化
の
改
正
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
年
度
も
加
盟
各
社
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

（社）
日
本

人
材
派
遣
協
会
の
「
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
」
に
つ
い
て
理
解
の
輪
を
広
げ
、
協
会
の
提
言
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
所
存
で
す
。

社
団
法
人
日
本
人
材
派
遣
協
会

会
長
　
坂
　
本
　
仁
　
司
　
氏



中
部
地
域
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
愛
知
労
働
局
需
給

調
整
事
業
部
の
業
務
推
進
に
対
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と
、平
成
22
年
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
名
古
屋
南
所
長
か
ら
転
任
し
、
は
や
三
か
月
目
に
入
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
愛
知
県
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
平
成
20
年
９
月
以
降
の
世

界
経
済
の
急
激
な
減
速
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
特
に
輸
出
型
製
造

業
を
中
心
と
し
て
生
産
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
20

年
12
月
以
降
、
派
遣
労
働
者
等
の
い
わ
ゆ
る
非
正
規
労
働
者
の
雇
止

め
等
に
よ
る
人
員
の
削
減
が
相
次
い
で
行
わ
れ
、
離
職
者
・
求
職
者

が
大
幅
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、同
時
に
求
人
数
も
大
き
く
減
少
し
、

雇
用
失
業
情
勢
は
急
激
に
悪
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
11
年
の
派
遣
対
象
業
務
の
自
由
化
以
降
右
肩
上
が
り
で
増

加
し
て
き
た
労
働
者
派
遣
事
業
所
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
と
も

な
う
景
気
の
後
退
や
雇
用
調
整
の
影
響
を
受
け
、
初
め
て
減
少
傾

向
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
業
す
る
事
業
所
が
増
加
し
、
こ
の

過
程
で
、
い
わ
ゆ
る
「
派
遣
切
り
」
が
行
わ
れ
社
会
問
題
化
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
加
え
て
、
解
雇
、
賃
金
不
払
な
ど
の
申
告
事
案

の
増
加
や
、
派
遣
法
に
基
づ
く
指
導
監
督
時
に
は
、
派
遣
受
入
れ

期
間
超
え
や
派
遣
契
約
に
基
づ
く
就
業
条
件
の
不
明
示
な
ど
不
適

正
な
事
案
が
多
く
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
派
遣
労
働
者
を
め
ぐ
る
雇
用
状
況
は
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、
雇
用
の
安
定
、
一
般
労
働
条
件
の
確
保
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
派
遣
労
働
者
の
不
安
定
な
就
労
実
態
を

今
こ
そ
、
一
層
の
法
令
遵
守
の
徹
底
を
！

愛
知
労
働
局

需
給
調
整
事
業
部
長

梅
　
村
　
芳
　
樹
　
氏

労働者派遣事業所数の推移　

　
事業所数 製造業務数 新規許可・届出数

対前年比 対前年比 対前年比

平成 16 年度

計 2,531 52.1% 504 769.0% 772 56.3%

一般 1,058 53.3% 282 1384.2% 262 42.4%

特定 1,473 51.2% 222 469.2% 510 64.5%

平成 17 年度

計 3,414 34.9% 881 74.8% 771 ▲ 0.1%

一般 1,364 28.9% 462 63.8% 181 ▲ 30.9%

特定 2,050 39.2% 419 88.7% 590 15.7%

平成 18 年度

計 4,725 38.4% 1,469 66.7% 1,276 65.5%

一般 1,692 24.0% 659 42.6% 272 50.3%

特定 3,033 48.0% 810 93.3% 1,004 70.2%

平成 19 年度

計 6,056 28.2% 2,077 41.4% 1,333 4.5%

一般 1,957 15.7% 821 24.6% 235 ▲ 13.6%

特定 4,099 35.1% 1,256 55.1% 1,098 9.4%

平成 20 年度

計 6,750 11.5% 2,355 13.4% 993 ▲ 25.5%

一般 2,026 3.5% 857 4.4% 202 ▲ 14.0%

特定 4,724 15.2% 1,498 19.3% 791 ▲ 28.0%

平成 21 年度

計 6,656 ▲ 1.4% 2,292 ▲ 2.7% 518 ▲ 47.8%

一般 1,851 ▲ 8.6% 785 ▲ 8.4% 83 ▲ 58.9%

特定 4,805 1.7% 1,507 0.6% 435 ▲ 45.0%

平成 22 年度
４月末

計 6,627 ▲ 1.7% 2,282 ▲ 2.4% 26 ▲ 52.7%

一般 1,827 ▲ 8.6% 779 ▲ 7.7% 1 ▲ 90.9%

特定 4,800 1.2% 1,503 0.6% 25 ▲ 43.2%

※製造業務欄は、製造業務の労働者派遣を行う旨の届出をした事業所数（内数）である。

※平成 22年４月末の新規欄は、集計当月の数値であり、各項目の前年度比は前年同月
比である。

解
消
し
、
労
働
者
保
護
を
強
化
す
る
た
め
、
派
遣
法
の
改
正
が
、

3
月
中
旬
に
閣
議
決
定
さ
れ
国
会
審
議
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

一
方
、
職
業
紹
介
事
業
は
、
日
雇
派
遣
の
原
則
禁
止
を
見
越
し

て
派
遣
か
ら
職
業
紹
介
へ
の
切
替
が
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
微
増
に
と
ど
ま
り
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
技
能
実
習
生
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
７
月
１
日

の
改
正
入
国
管
理
法
の
施
行
に
よ
り
、
新
た
な
在
留
資
格
「
技
能

実
習
」
が
創
設
さ
れ
、
１
年
目
か
ら
雇
用
契
約
に
基
づ
い
て
技
能

等
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
、さ
ら
に
、受
入
れ
団
体（
監
理
団
体
）

が
送
出
し
機
関
と
連
携
し
て
行
う
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
は
、
職

業
紹
介
事
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
職

業
安
定
法
に
基
づ
く
職
業
紹
介
事
業
の
許
可
・
届
出
の
申
請
に
関

し
て
厳
格
な
審
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
労
働
局
需
給
調
整
事
業
部
は
平
成
19
年
4
月
1
日
発
足
し

て
三
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
間
「
偽
装
請
負
」・「
日
雇

派
遣
」・
社
会
問
題
化
し
た
い
わ
ゆ
る
「
派
遣
切
り
」
が
マ
ス
コ

ミ
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
部
と
し
て
は
、
厳
格
な
審
査
・
指
導
監
督
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
適
正
な
事
業
運
営
の
実
施
や
派

遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
、
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
業
務
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
、
平
成
11
年
に
派
遣
法
が
原
則
自
由
化
さ
れ
た

当
時
、
こ
の
「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
、
規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
派
遣
市
場

が
拡
大
し
て
い
く
段
階
で
あ
り
、
今
回
の
様
な
社
会
背
景
と
は
大

き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
改
正
派
遣
法
の
成
立
後
は
、
法
令

順
守
の
周
知
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

に
も
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。                  



（社）
日
本
人
材
派
遣
協
会
中
部
地
域
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
当
相
談
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
業
務
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
61
年
７
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
「
労
働
者
派
遣
法
」
を
適

正
に
運
営
す
る
た
め
の
措
置
と
い
た
し
ま
し
て
、
労
働
省
委
託
事

業
「
派
遣
事
業
雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
協
会
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
の
が
昭
和
62
年
４
月
で
し
た
。
平
成
８
年
４
月
か
ら
は
同

じ
労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
「
派
遣
労
働
者
苦
情
処
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
が
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
派
遣
制
度
の
整
備
に
伴
い
、
平
成
12
年
度
か
ら
、
全
国
８
地

域
に
配
置
拡
大
し
、
増
加
す
る
派
遣
事
業
の
様
々
な
問
題
に
そ
の

使
命
を
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

相
談
者
は
、
開
設
当
初
は
派
遣
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
相
談
が
70
％

強
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
事
前
面
接
・
解
約
・
中
途
退
社
・
社
会

保
険
・
有
給
休
暇
等
様
々
な
も
の
で
し
た
。

名
古
屋
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
８
年
の
相
談

数
の
74
％
が
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
相
談
で
し
た
が
、
以
後
、
相
談
件

数
は
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
割
合
は
減
少
、
平
成
11
年
の
法
改

正
に
併
せ
て
、
適
用
対
象
業
務
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
化
し
て
か

ら
は
、
派
遣
元
か
ら
の
相
談
が
増
加
し
、
派
遣
契
約
や
労
働
契
約
、

業
務
内
容
等
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
の
法
改
正
に
よ
る
派
遣
受
入
期
間
の
延
長
や

製
造
業
務
へ
の
派
遣
が
み
と
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
事
業

へ
の
参
入
の
相
談
も
急
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

就
任
二
年
目
を
迎
え
て

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
名
古
屋
相
談
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー坂　

西
　
英
　
機
　
氏

中
部
地
域
協
議
会
長

会
長
　
山
　
本
　
光
　
子
　
氏

こ
の
２
〜
３
年
は
、
一
部
派
遣
事
業
者
の
違
法
行
為
等
を
受
け

て
の
指
針
や
告
示
、
施
行
規
則
の
改
正
等
が
な
さ
れ
る
都
度
、
派

遣
元
か
ら
の
相
談
内
容
も
多
様
に
な
り
、
と
り
わ
け
、
中
途
解
除

に
伴
う
措
置
や
、
育
児
休
業
、
適
正
化
プ
ラ
ン
等
に
関
係
し
て
、

26
政
令
業
務
の
解
釈
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
同
猛
勉
強
を
さ
せ
ら
れ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
改
正
派
遣
法
（
案
）
に
つ
き
ま
し
て
は
派

遣
先
を
含
め
て
か
な
り
の
相
談
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
態

の
中
、
会
員
事
業
所
以
外
か
ら
の
相
談
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め

て
き
て
お
り
、
会
員
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
の
努
力

が
伺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

す
で
に
、
会
員
の
皆
様
は
、
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

平
成
20
年
度
よ
り
、
厚
労
省
の
委
託
事
業
か
ら
、
協
会
の
自
前
事

業
と
し
て
設
置
、
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

本
年
9
月
17
日
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
の
業
務
は
東
京
セ
ン
タ
ー
に

て
一
元
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
８
年
４
月

に
現
在
の
テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
・
ピ
ー
プ
ル
㈱
の
事
務
所
の
一
角
を

お
借
り
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
12
年
６

月
に
現
在
地
に
移
転
し
、
中
部
地
域
に
お
け
る
法
の
周
知
の
使
命

を
懸
命
に
果
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
景
気
動
向
や
様
々
な

要
因
も
あ
り
大
阪
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
、
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
総
会
や
、
各
種
研

修
会
、
報
道
機
関
と
の
座
談
会
、
労
働
局
と
の
会
議
、
関
係
団
体

と
の
連
携
等
に
ご
案
内
を
賜
り
ま
し
て
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
他
地
域
協
議
会
に
は
見
ら
れ
な
い
、
仲
間
と
し
て
親
し

く
接
し
て
頂
い
た
こ
と
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

改
正
派
遣
法
や
景
気
動
向
も
あ
り
ま
し
て
協
会
会
員
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、し
ば
ら
く
は
冬
の
時
代
が
続
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

初
代
の
鈴
木
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
始
め
平
松
・
母
袋
・
高
須
・
近
藤

の
各
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
も
ど
も
会
員
の
一
層
の
発
展
を
願
い
な
が

ら
、「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
へ
の
最
後
の
寄
稿
文
と
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
中
部
地
域
協
議
会
の
運
営
に

格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
秋
に
始
ま
っ
た
金
融
危
機
以
来
、
企
業
収
益
に
も

よ
う
や
く
回
復
基
調
が
見
ら
れ
、
有
効
求
人
倍
率
も
持
ち
直
し
の

傾
向
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
完
全
失
業
率
は
高
い

水
準
に
あ
り
、
雇
用
情
勢
全
体
と
し
て
大
き
な
改
善
は
ま
だ
ま
だ

見
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

そ
の
中
で
、「
登
録
型
派
遣
の
禁
止
」「
製
造
業
派
遣
の
禁
止
」「
日

雇
い
派
遣
の
禁
止
」
と
い
う
業
界
の
存
亡
に
関
わ
る
規
制
強
化
を
含

め
た
「
労
働
者
派
遣
法
改
正
法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
労
働
者

派
遣
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
者
派
遣
制
度
は
、
多
様
な
働
き
方
を
望
む
多
く
の
方
々
へ

就
労
機
会
を
提
供
し
、
よ
り
良
い
雇
用
環
境
へ
の
移
行
を
進
め
ら

れ
る
制
度
だ
と
考
え
ま
す
。
総
務
省
統
計
局
の
労
働
力
調
査
に
よ

る
と
、
派
遣
社
員
は
雇
用
者
全
体
の
わ
ず
か
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
し

か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
回
の
規
制
強
化
が
非
正
社
員
の
雇
用
改
善
に

有
益
な
も
の
に
な
る
と
は
思
え
ず
、
か
え
っ
て
就
労
機
会
を
奪
う

こ
と
に
な
る
の
で
は
と
大
変
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
の
活
動
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
行
政
機
関
、
派
遣
先
企
業
等
の
ご
支
援
を
賜

り
な
が
ら
、
派
遣
と
い
う
多
様
な
働
き
方
を
選
ば
れ
た
方
の
雇
用

を
守
り
「
働
く
人
と
企
業
を
結
ぶ
」
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
法
令
を
遵
守
し
、
労
働
者

派
遣
が
社
会
に
正
し
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
日
本
人
材

派
遣
協
会
と
連
携
を
密
に
し
、
活
動
し
て
参
り
ま
す
。



平
成
21
年
　
中
部
地
域
協
議
会
の
あ
ゆ
み

研　

修　

会

（1）　

第
39
回
（
平
成
20
年
11
月
19
日

　
　
　
　
　
　

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ　

郵
便
貯
金
会
館
）

　
　
　

◎
参
加　

77
社　
〈
145
名
〉

　
　
　

◎
内
容
／
講
師

　
　
　
『
派
遣
法
改
正
の
動
向
』

　
　
　
　

（社）
日
本
人
材
派
遣
協
会

　
　
　
　
　
　
　

副
理
事
長　
　
　
　

大　

原　
　
　

博　
　

氏

　
　
　
　
『「
コ
コ
ロ
の
元
気
」
の
作
り
方
〜

　
　
　
　
「
感
じ
て
・
興
味
を
持
っ
て
・
動
く
」
人
づ
く
り
！
』

　
　
　
　
　
　
　

人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

谷　

由
里
子　
　

氏

　
　
　

◎
終
了
後
懇
親
会
開
催　

参
加
69
社　
〈
128
名
〉

（2）　

第
40
回
（
平
成
21
年
7
月
10
日

　
　
　
　
　
　

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ　

郵
便
貯
金
会
館
）

　
　
　

◎
参
加　

58
社　
〈
146
名
〉

　
　
　

◎
内
容
／
講
師

　
　
　
『
働
き
た
い
人
々
に
仕
事
を
見
つ
け
て
く
る
職
業

　
　
　
　

〜
人
材
派
遣
業
〜
』

　
　
　
　

（株）
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
取
締
役
社
長　

東　

田　

康　

之　
　

氏

　
　
　

◎
終
了
後
懇
親
会
開
催　

参
加
52
社　
〈
114
名
〉

平
成
22
年
　
中
部
地
域
協
議
会
の
主
な
行
事

研
修
会
予
定

　
　
　

第
41
回
（
平
成
22
年
10
月
29
日

　
　
　
　
　
　

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ　

郵
便
貯
金
会
館
）

　
　
　

◎
内
容
／
講
師

　
　
　

協
議
中

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
第
17
号
の
発
行

　
　

平
成
22
年
７
月
20
日
配
布
・
配
信
予
定

協
議
会
Ｐ
Ｒ
広
告
の
掲
載

　
　

平
成
22
年
10
月
頃

　
　

座
談
会
記
事
掲
載
と
同
時
に
会
員
会
社
の
社
名
掲
載

会
員
企
業
募
集
中

　

（社）
日
本
人
材
派
遣
協
会　

中
部
地
域
協
議
会
で
は
、
新
規
会
員

企
業
を
募
集
中
で
す
。
入
会
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

　

（社）
日
本
人
材
派
遣
協
会　

中
部
地
域
協
議
会

　

総
務
部
会　

平
野　

成
之

　
　
　
　
　
　

小
川　

知
美

　　

住
所　

名
古
屋
市
中
区
栄
三—

十
八—

一

　
　
　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
19
階

　
　
　

ア
デ
コ
株
式
会
社　

名
古
屋
支
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二—

二
六
五—

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二—

二
六
五—

二
五
六
一

（
本
文
中
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　
　

編
集
発
行
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
部
会　

奈　

良　
　
　

進

平
成
二
十
二
年
七
月
発
行

住
所　

〒　

450– 
0002 　

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三—

二
五—

九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
（
五
八
六
）
九
六
三
一

平
成
22
年
　
中
部
地
域
協
議
会
役
員
組
織

会
　
長

　
山
　
本
　
光
　
子 

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
・
ピ
ー
プ
ル
㈱

 

専
務
取
締
役

副
会
長
（
総
務
部
会
担
当
）

　
牧
　
　
　
隆
　
弘 

ア
デ
コ
㈱

 
中
日
本
営
業
本
部　

本
部
長

副
会
長
（
事
業
部
会
担
当
）

　
春
　
日
　
　
　
隆 

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ

 
東
海
ユ
ニ
ッ
ト
長

副
会
長
（
会
計
担
当
）

　
武
　
田
　
美
　
貴 

旭
化
成
ア
ミ
ダ
ス
㈱

 

名
古
屋
支
店
長

幹
事
（
総
務
部
会
）

　
坪
　
田
　
　
　
潔 

㈱
パ
ソ
ナ

 

執
行
役
員

　
小
　
川
　
悦
　
子 

㈱
日
本
医
療
事
務
セ
ン
タ
ー

 

愛
知
支
社　

支
社
長
代
理

　
古
　
田
　
年
　
季 

㈱
ジ
ョ
ブ
コ
ム

 

代
表
取
締
役

幹
事
（
事
業
部
会
）

　
中
　
西
　
正
　
治 

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本—

東
海

 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
事
業
部
長

　
猿
　
渡
　
智
佐
登 

㈱
ク
ロ
ッ
プ
ス
・
ク
ル
ー

 

代
表
取
締
役
社
長

　
戸
　
田
　
隆
　
昭 

㈱
ト
ヨ
タ
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
本
部　

営
業
推
進
部
長

　
奈
　
良
　
　
　
進 

㈱
ビ
ー
ハ
ー
フ

 

代
表
取
締
役
社
長

監
事
（
監
査
）

　
秋
　
吉
　
英
　
治 

㈱
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

 

代
表
取
締
役
社
長
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